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選定した気液反応は固体触媒反応として, 酸化銀 ･酸化銅 ･懸濁触媒によるフルフラールの空気酸化お
よび Pd/BaSO4懸濁触媒によるグルコースの酸素酸化, 均一触媒反応として塩化第2銅 ･ ナトリウムメチ
ラート触媒によるベンズアルデヒドならびにフルフラールのアンモ酸化である｡



































i/ 3 ＼ 屯
C4tI30-CN C4H30-C




( 6 ) 以上の結果を総合すると, 気液向流型多段反応装置一般の解析方法を明らかにすることができ,
薬学領域での反応工学にいささかの貢献をなし得たものと考える｡
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以上の業積は, 薬品製造工学上, 新しい領域であるとともに, 学問的に資することころ大きく, 本論文
は薬学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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